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,4章卒業期｡卒業後の指導

1 卒業期。卒業後の指導を考えるにあたって

障害児教育において卒業期・卒業後の指導という場合，昭和30年～40年代に

は，主に中学校特殊学級もしくは特殊教育諸学校中学部におけるそれを指して

いた。しかし，今日では高等部の設置割合が高くなり，通常の高等学校への進

学者も徐々に増加していることなどを背景に，障害をもつ多くの生徒が後期中

等教育を受けるようになった。

表14－1は2000 (平成12)年3月時点での盲・聾。養護学校中学部および中

学校特殊学級卒業者の進路の状況を示したものである。この表から盲学校およ

び聾学校中学部卒業者のほぼ全員が進学していること， また養護学校中学部卒

業者も約95％が進学していることがわかる。この5年ほどで10ポイントも進学

率が高くなっており，後期中等教育の機会がいっそう拡大されたことが理解で

きよう。

表14－1 盲・雪・養護学校中学部・中学校特殊学級卒業者の進路
平成12年3月卒業者
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(注)l このほかに中学校通常学級から盲･聾･養護学校の高等部に進学した者が1､099名いる
2中学校特殊学級卒業者の場合，児童福祉施設等への入所とその他の別がないためあ
わせて表示
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